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政 策 研 究 の 概 要 

 

人口減少・高齢化等によって、主食用米の消費量は今後も減少す

ると見込まれる中、需要に応じた適切な生産量を確保しつつ水田の

フル活用を図っていくための方法として、近年飼料用米の作付拡大

が推進されている。 

飼料用米の作付拡大は、条件不利地域等における水田の不作付け

や耕作放棄の抑制、二毛作地帯における転作麦からの転換による裏

作麦の作付拡大への寄与等、土地利用率向上の面からも期待が大き

いが、多収品種（特認品種含む）を用いることによって、生産過程

で主食用品種の米に混入（コンタミネーション）する可能性が大き

な課題となっている。このため、多収品種の作付面積拡大を進めて

いこうとすれば農地の団地化、営農の組織化等の対応が必要である

ため、結果的に地域の農業構造等に影響を与える可能性がある。 

本研究では、（１）飼料用米生産が盛んな市町村を選定し、現地

調査を通じて飼料用米生産が拡大した要因等の分析、（２）（１）

の調査において、特に多収品種を利用した飼料用米生産における組

織的対応の有無とその方法、市町村、JAによる支援内容とその役割、

地域農業への影響とその効果等の分析、（３）（１）と（２）より、

飼料用米生産を推進する上での課題と方策の明確化を通じ、飼料用

米生産が盛んな地域における営農実態、作付けの拡大が地域農業構

造に与える影響等を実証的に明らかにした。 

 

評 価 結 果 

○評価会議名及び開催日 

「飼料用米生産が地域農業構造

に与える影響分析」行政対応特

別研究評価委員会 

平成２９年３月２４日（金）  

 

○評価委員名  

安藤 光義 委員 
（東京大学大学院農学生命
科学研究科教授） 

茂野 隆一 委員 

（筑波大学生命環境系教授） 

川手 督也 委員 
（日本大学生物資源科学部
教授） 

 

 

【評価項目ごとの評価】 （）は委員の投票数を示す。 

 

○社会的ニーズへの対応 

S.非常に大きな意義がある（１） 

A.大きな意義がある（２） 

 

○政策の企画・立案への貢献 

A.大きな貢献が見込める（３） 

 

○学術面からみた研究成果の評価 

A.学術的に高く評価できる（１） 

B.学術的に評価できる（２） 

 



 

○評価基準  

・社会的ニーズへの対応 

S.非常に大きな意義がある 

A.大きな意義がある 

B.意義がある 

C.意義が小さい 

D.意義は見い出しがたい 

 

・政策の企画・立案への貢献 

S.非常に大きな貢献が見込める 

A.大きな貢献が見込める 

B.貢献が見込める 

C.貢献は小さい 

D.貢献は見込みがたい 

 

・学術面からみた研究成果の評価 

S.学術的に非常に高く評価できる 

A.学術的に高く評価できる 

B.学術的に評価できる 

C.学術的な評価はやや低い 

D.学術的な評価は低い 

 
・研究計画・研究資源・実施体制
の妥当性 

S.非常に良い 

A.妥当である 

B.概ね妥当である 

C.やや妥当でない 

D.妥当ではない 

 

・研究目標の達成度 

S.達成度は非常に高い 

A.達成度は高い 

B.概ね達成している 

C.達成度はやや低い 

D.達成度は低い 

 

○総合評価基準 

1.目標を上回った 

2.目標を達成した 

3.目標を下回った 

4.目標を大きく下回った 

○研究計画・研究資源・実施体制の妥当性 

A.妥当である（２） 

B.概ね妥当である（１） 

 

○研究目標の達成度 

A.達成度は高い（２） 

B.概ね達成している（１） 

 

○総合評価基準 

2.目標を達成した（３） 

 

 

【評価委員からの主な意見】 

 

○ 飼料用米、特に専用品種の導入が農業構造に対してある程度影響

を与えうることが明らかになった点は、本研究の大きな成果であ

ろう。 

○ 現在までのところ、学会や各種媒体における成果公表が少ない

が、今後は積極的に発表を行い、成果の社会的還元に努めて欲し

い。 

○ 飼料用米をめぐる問題は、政策的に重要かつ難しい課題の１つで

あるが、時間的人員的制約のある中で、これまで先行研究の少な

い地域農業構造と関連づけた研究を的確に実施し一定の成果を

とりまとめているといえる。特に、ケーススタディの部分は秀逸

であり、特に高く評価される。 

○ これから継続的に調査を続けて、構造変化の観察を積み上げられ

ていくことを期待している。 



今 後 の 対 応 方 針 

 

 

○ 研究成果を分かりやすく取りまとめ、成果の社会的還元に努め

る。 

 

○ 農業構造に関する研究を実施する中で、今回、飼料米について

蓄積された研究成果も踏まえて、引き続き、飼料米等の作物選

択と農業構造の変化の関係について分析を行っていく。 

 


